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電柱のない明るい空が広がります！ 

～苫小牧中心市街地の無電柱化の推進～ 

 

 

 

  

室蘭開発建設部では、「道路の防災性の向上」、「安全で快適な通行空間の確保」「良好な

景観の形成や観光振興」などの観点から、安全で美しい街並みの形成を促進するため、電

線類を地下に収容する電線共同溝整備による無電柱化を推進しています。 

苫小牧中心市街地の国道では約1.2kmの整備が完了しており、今年度は下記箇所において

無電柱化を推進する工事を実施します。 

なお、工事の実施に伴い、車線規制や歩道の通行規制等でご迷惑をお掛けしますが、皆

様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

記 

 

１ 工 事 箇 所  国道３６号 苫小牧市栄町３丁目 

２ 工 事 期 間  平成２８年８月２９日(月)～平成２９年２月２８日(火)（予定） 

３ 規 制 時 間  ２１：００～翌６：００（夜間施工） 

           ※一部、昼間施工となる場合があります。 

           ※天候等により変更する場合があります。 

４ 工 事 内 容        別紙のとおり 

 

 

 

 

 

室蘭開発建設部ホームページアドレス      http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/ 

室蘭開発建設部では、苫小牧市栄町３丁目において無電柱化を推進する工事（国道３６

号苫小牧栄町電線共同溝）を実施しますので、お知らせします。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 室蘭開発建設部 

苫小牧道路事務所 所長 萬
よろず

  直
なお

樹
き

 電話 0144-72-5165（内線 201） 

道路整備保全課  課長 小野寺
お の で ら

 仁
ひとし

 電話 0143-25-7047（内線 381） 

平成２８年８月２５日  

室蘭開発建設部 広報官 

http://www.mr.hkd.mlit.go.jp/


電線共同溝の整備は、道路の防災性の向上、安全で快適な歩行空間の確保、良好な景観の形成や観光振興を目的
として、電線類を地下にまとめて収容する事業です。 
この度、お知らせする「国道３６号 苫小牧栄町電線共同溝」は、下図の箇所にて工事を実施します。 
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◆工事の概要 

凡  例 

整備済区間 

整備予定区間 

平成28年度 

工事区間 

至 室蘭市 

至 札幌市 

◆無電柱化の整備効果   

苫小牧電線共同溝  
L=700m【H20完成】 

苫小牧末広町電線共同溝  
L=500m【H22完成】 

苫小牧栄町電線共同溝 
L=500m 

平成28年度工事区間 
L=190m 

電線共同溝整備のイメージ 

➀都市防災を強化します 
  地震等による電柱倒壊のおそれが無くなり、第１次緊急輸送道路である国道３６号の安全性が確保されます！ 
➁快適な道になります 
  電柱がなくなることにより歩行空間が広がり、歩行者が快適に通れるようになります！ 
➂美しい街並みを作ります 
  道路の上に張り巡らされている電線や林立する電柱が無くなり、苫小牧市街の街並が美しくなります！ 
➃電力・通信の安定供給につながります 
  電柱倒壊による断線が無くなり、電力・通信の安定供給につながります！ 

  電柱倒壊による交通障害がなくなります 
 

 【苫小牧市役所前 平成２０年度完成】  

別紙 



電線共同溝工事の流れ 

◆工事区間  国道３６号 苫小牧市栄町３丁目 

 

工事区間のお知らせ 

至 札幌市 
至 室蘭市 

工事実施に伴う車線規制及び歩行者通行の誘導 

電線共同溝整備に支障と
なる管路の移設工事を行
います。 

電線類を地下に収容する
管路（電線共同溝）を設
置します。 

架空で配線されている電
線類を電線共同溝に入溝
します。 

電線共同溝を埋め戻し
て、舗装復旧を行いま
す。 

①地下埋設物の 
   支障移設工事 

②電線共同溝設置工事 ④舗装復旧工事 ③電線類入溝工事 

◆歩道施工時の主な誘導方法（イメージ図） ◆車道施工時の主な誘導方法（イメージ図） 

※施工箇所及び、歩行者誘導通路・車線規制区間は日々移動しながら実施します。 

◆工事期間  平成２8年８月２９日～平成２9年２月２８日（予定） 
       （工事は基本的に夜間に行います） 

 

栄町３丁目 

錦町１丁目 

 苫小牧 
東小学校  平成28年度 電線共同溝工事区間 


